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肺転移巣切除により発見され,原 発巣切除後

6年生存中の肝細胞癌の 1例

荻野 信 夫

津森 孝 生

I. は じめに

近年本邦において原発性肝癌に対する肝切除術は早

期診断率の向上,術 中超音波検査の確立,術 後管理の

進歩とあいまって増加しつつある1)～ゆ。しかし_般 に

肺転移をきたした原発性肝癌は根治性がない とさ

れ。,肝 切除の対象となることは極めてまれである。

われわれは肺転移巣切除を契機として発見された原

発性肝癌症例に対し肝切除術を施行した。本症421は再

発徴候なく術後 6年 以上健在であり,文 献的考察を加

えて報告する。

H.症   例

患者 :73歳 ,男 ,会 社役員.

主訴 :左肩痛.

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 t63歳 時に慢性肝炎,69歳 時に胃漬瘍と診断

されいずれも内科的治療を続けている。酒 2合 /日,タ

バコ5本 /日.

現病歴 :昭和54年10月,左 肩痛のため某病院内科を

受診し,胸部X線 で左肺野に腫瘤陰影を指摘された(図

1).針 生検で
“
Large cell carcinomaルの結果を得たの

で(図 2),原 発性肺癌の診断で昭和55年 2月 1日 当科

にて左下葉切除術を行った。腫瘤径は15×18×171111n
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図 1 胸 部X線 .左 中下肺野に単発性の腫瘤陰影を認

める。

穀

で柔らかく害J面は灰白色一様であった。病理組織検査

で肝細胞癌の肺転移と診断された(図3)。原発巣に対

する精査ならびに手術目的で同年 4月 当科に再入院し

亨【二.

入院時現症 :身長163cm,体重55kg,貧血黄痘なく,

全身のリンパ節腫脹はなかった。呼吸音清,心 音純.

肝は正中で5横指触知する。陣は触知しなかった。腹

壁静脈怒張,腹 水貯留はなく,両 下肢に浮腫を認めな

かった。



1987年8月

図 2 肺 針生横組織像。(HE染 色,200倍)“Large cell

carclnoma"と診断された。

図3 肺 転移巣(肝細胞癌,Edmondson I～II型,

染色,200倍)
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表 1 入 院時検査成績
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血小板  21.3万 /口3

PT   85%
ttepaptastin 89%
HB― Ag(― )
HB― Ab(一 )
α‐fetoprotei n 2.5ng/日1

入院時検査成績 t血沈の高度元進あり。肝機能検査

で alkaline phosphatase, ZTTは 増加していたが,

GOT,GPT,LDH,Total Bllirubin,ICG 15分 値は正常

範囲にあった。α‐fetOprotein(以下 AFP)も 正常範囲

にあった(表 1).胸 部X線 で前回の左下葉切除の影響

と考えられる左胸水貯留を認めた。腹部 (computed

tomography(以 下 CT)検 査では肝右棄後下区域に径

1～3cmの 中心部は enhanceさ れない低吸収域を認め

た(図4).血 管造影では肝動脈は上腸間膜動脈より分

枝し,右 葉下部に不整な腫瘍濃染像を認めた。

以上より肝右葉原発の肝細胞癌と診断し,昭 和55年

4月 9日 肝右葉切除術を施行した。

手術所見 t肋骨下弓状切開に正中切開を加え開腹し

たが腹水, リンパ節転移,腹 膜播種は認められなかっ

た。肝表面は疎だが肝硬変の所見はなかった。肝右葉

下部に小鶏卵大の不整形の孤立性腫瘤を触知した。肝

図 4 腹 部 CT検 査.肝 右葉後下区域に径1～3cmの

enhaullceされない 3個の低吸収域を認める.

図 5 切 除肝標本.右 葉前下～後下区域に3×3×25

cm,25× 2.5×2 5cm,1×lX lcmの 3個の被膜を

有さない腫瘤を認める。

門部において血流を遮断し右葉切除を施行した。

肉眼的病理所見 :切除肝の肝重量は380gであった。

右葉前下区域～後下区域 に近接 して3X3× 2,5cm,

2.5×2.5×2.5cm,1× 1×lcmの 3個 の被膜を有さな

い結節型腫瘤を認め,中 央部に壊死を伴っていた (図

5).門脈枝内に腫瘍塞栓を認めたが肝静脈には腫瘍塞
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図6 肝 原発巣(肝細胞癌,Edmondson I～II型,HE

染色,100倍)

栓を認めなかった。

組織所見 !肺転移巣は Snusoid様 の間質を有する

索状の増殖を示しEdmondson I～ II型の肝細胞癌で

あった (前出)。一方,肝 右葉の腫瘤は Edmondson I

～II窒型の thin‐trabecdar hepatocellular carcinoma

と診断された(図6)。 また非癌部は非活動型の慢性肝

炎像を呈していた。原発性肝癌取扱い規約に準じると

M―PA,T2,Eg,Fc(一 ),SF(十 ),Sl,n。,Vpl,Vv。 ,3。,

IM。,P。,10,Ml,で内限的進行程度は Stage IVであっ

ブ【二.

術後経過 i術後合併症なく37日目に退院した。術後

2週 目より補助療法として FT207 600mg,ク レスチン

3gを 連 日投与している。FT207は 9カ 月間で投与中止

したが術後 6年 を経た現在,再発徴候なく健在である。

III.考  察

本症例は肺転移巣切除により偶然発見された原発性

肝癌症例である.BermanSllよ原発性肝癌をその臨床像

より frank cancer, acute abdominal cancer,febrile

cancer,occult cancer,metastatic cancerの5型 に分

類しているが本例は肺転移を初発 とするmetastatic

cancerの範ちゅうに入るものであった。

原発性肝癌の肺転移は者J検例では46～66%と 高率に

みられる(表2)。 し かし肝癌の臨床診断時に胸部X線

で肺転移を有するものは Levyら りの報告によれば449

例中85例 (19%)で 音」検例に比べ少なく, しかもその

うち95%は 多発転移であり,当 症例のように肝癌が単

発性に肺転移を来すことはまれと考えられる。

原発性肝癌の肺転移例に対しては肺転移巣がほとん

どの場合多発であり,ま た原発巣も進行癌症例が多い

ため転移性肺腫瘍としての手術適応はないとされてい
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表2 原 発性肝癌の転移
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る1い11).事実,転 移性肺腫瘍研究会の全国集計Iので247

例の転移性肺腫瘍切除例のうち肝原発症例は 1例 もな

く,本邦における諸家の報告
1め-16)でも肝原発の転移性

肺腫瘍に対する手術成績の明確なものは 1例 のみ1い

で,術 後 1年 2カ 月で死亡している。

第18回日本肝臓学会 (1982年)で 報告された本邦に

おける肝細胞癌の 3年 以上の長期生存例は150例であ

る1つ。そのうち初診時から肺転移の明らかなものは 3

例 (2%)で ,Mitomycin C動 注,FT207経 口投与が

肺転移巣に対し治療効果があったとしている。本例は

外科的に肺転移巣を切除し, 3年 以上の長期生存を得

た本邦初の症例であると考えられる。

本例が長期生存した理由については最初に肝細胞癌

自体の性質があげられる。Yoshida1811ょHB抗 原陰性

rllが陽性例に比べて Doubling timeが 長いとしてい

る。また谷川ら1りは AFP低 値の肝細胞癌の Doubling

timeは AFP高 値のものに比べて長いとしている。当

症FllはHB抗 原陰性,AFP陰 性症例でありDoubling

tineの 長い,ヽ わヽ ゆ るslow growing hepatomaで

あったため長期生存していると考えられる。組織型は

Edmondson I～ H型 で胆汁産生の強い分化型肝細胞癌

であったこと,お よび肝硬変を有していないことも長

期生存の原因と考えられた,

もうひとつの理由としては原発巣,転 移巣ともに限

局型で手術時に完全に切除しえたことが考えられる.

以上まとめると本症例が長期生存した理由は,1)肝

細胞癌の性質が slow grOwingで あり分化型であった

こと,2)肝 硬変を合併していなかったこと,3)原 発

巣,転 移巣とも完全に切除しえたことが考えられた。

われわれはすでに胸骨転移を契機として発見された

原発性肝癌に対し,原 発巣,転 移巣ともに切除し5年

以上再発なく生存中の 1例 を報告している2の。以上 2

例の経験より原発性肝癌では Ml症 例でも原発巣,転

移巣ともに切除可能ならば積極的に切除することによ

り根治性を期待しえることが判明した。
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I V 。結  語

肺転移巣切除を契機 として発見された原発性肝癌症

例に対 し,肝 右葉切除術を施行 して 6年 以上の長期生

存を得ている 1例 を文献的考察を加えて報告 した。
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